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第1節町指定文化財

第
一
節
町
指
定
文
化
財

横
川
町
で
は
、
町
内
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
の
た
め
必
要
な 

措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
郷
土
文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、

「
横
川
町
文
化
財
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、
ま
た
、
そ 

れ
ら
が
適
正
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
に
「
横
川
町
文 

化
財
保
護
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

平
成
二
年
現
在
、
町
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
と
し
て
、
第1
表 

の
一
〇
か
所
を
「
町
指
定
文
化
財
」
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
す 

べ
て
記
念
物
と
し
て
の
遺
跡(

史
跡)

で
あ
る
。

第1

表
町
指
定
文
化
財

番

種
 

別
-

名 

称

一

所

在

地

一

指

定

年

月

日

一

所
 

有 

者 

1
 

記
念
物(

史
跡)

徳

源
 

社 

一
上
ノ
夢
想
谷 

昭
和

37
・2

・1 

株
式
会
社
島
津
興
業 

2
 

〃 

木
浦
権
現
の
跡 

上
ノ
木
浦 

〃 

木

浦

秋

男
 

3
 

〃 

弓

削

ヶ

丘
 

上
ノ
茶
円
山 

〃 

福

吉

一

隆
 

4
 

〃 

阿
弥
陀
寺
の
跡 

上
ノ
阿
弥
陀
原 

〃 

有

村

一

夫
 

5
 

〃 

安

良

神

社
 

上
ノ
安
良 

〃 

安
良
神
社
代
表
脇
田
圭
二 

6
 

〃 

腰
越
神
社
跡 

上
ノ
下
小
脇 

〃 

横

川

町
 

7
 

〃 

安
良
山
来
福
寺
真
乗
院
跡 

中

ノ

脇 

〃 

原 

元

治
 

8
 

〃 

仙

寿

寺

跡
 

中
ノ
馬
場 

〃 

四

元

善

久
 

9
 

〃 

横
川
城(

長
尾
城)

跡 

中
ノ
城 

山 

〃 

横

川
 

町 

10
〃 

民

部

塚
 

中
ノ
民
部
塚 

〃 

横

川

町
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第 1節 町指定文化財

第 1図主な文化財
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⑪ 腰越神社跡

⑫ 田の神 ・馬頭観音

⑬一里塚

⑭ 稚子神

⑮ 馬頭観音

⑳ 田の神

⑰ 馬頭観音

⑳ 田の神

⑳ 西南戦役土塁

⑳ 馬頭観音

⑪ 民部塚

⑫ 横川城跡

｀` ··- •̀ ‘ 
• 9 
．、0,..．ヽ・
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⑬ 陣之尾 ⑮ 恵比須堂 ・役所跡碑

⑭吉次ケ淵 ⑯ 南方神社

⑮ 丹後ケ淵 ⑰ 中尾田城跡

⑯ 招魂社 ⑱鳥越城跡

⑰ 仙寿寺跡 ⑲ 開墾碑 ・水神碑

⑱ 石敢当 ⑳ 石敢当

⑲ 真乗院跡 ⑪ 豊受神社

R 田の神 ⑫ 田の神

＠ 田の神 ⑬ 五輪塔

⑫ 耕地整理記念碑 ⑭ 佐々木城跡

⑬ 五輪塔 ⑮ 釈迦像（赤水家）

＠ 愛宕神社 ・不動明王 ⑮ 池月の墓
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第13章文化財

徳源社

木浦権現の跡
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第1節 町指定文化財

弓削ヶ丘

阿弥陀寺の跡
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第13章文化財

安良神社

腰越神社跡
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第1節 町指定文化財

真乗院跡（十一面観音と不動明王）

仙寿寺跡
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第13章文化財

横川城（長尾城）跡

民部塚
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第2節遺跡•建造物

第

二

節

遺

跡•

建
造
物

町
指
定
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
昔
か
ら
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ 

て
い
る
も
の
、
近
く
の
人
々
が
参
詣
し
て
い
る
神
社
や
祠
、
明
治 

初
期
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
た
寺
院
な
ど
の
主
な
も 

の
は
第2

〜4

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第2

表

遺

跡
(

史
跡)

番

一

史

跡

名
-

所

在

地
-

備 

考

1
 

佐
々
木
城
跡
一
下
ノ
大
崩 

ニ
一
世
紀
の
佐
々
木
高
綱
の
一
 

居
城
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ 

る

2

古

城

跡

上

ノ

古

城

横

川

城

の

出

城

で

永

禄

五

年 

(

一
五
六
二)

落
城
し
た
と 

い
う
。

3
 

鳥
越
城
跡 

中
ノ
下
尾
田 

横
川
城
攻
め
の
と
き
、
島
津 

一
 

義
弘
の
陣
所
が
あ
っ
た
所
と 

い
う
。

4
 

中
尾
田
城
跡
中
ノ
下
尾
田 

弥
生
時
代
の
住
居
跡
、
中
世 

の
城
跡
の
複
合
遺
跡
と
し
て 

- 

有
名

5
 

陣 

之 

尾 

中
ノ
城 

山 

横
川
城
攻
め
の
と
き
、
新
納 

忠
元
が
陣
を
と
っ
て
い
た
所 

と
い
う
。

6

吉

次

が

淵

中

ノ

城

山
 

北
原
伊
勢
介
の
子
吉
次
が
横 

川
城
落
城
の
と
き
、
入
水
自 

害
し
た
所

7
 

丹
後
が
淵
中
ノ
宮
下
北
原
伊
勢
介
の
家
老
迫
田
丹 

後
守
が
戦
死
し
た
所
と
い 

う
。

8

招

魂
 

社 

中
ノ
向
江 

戊
辰
戦
役
か
ら
太
平
洋
戦
争 

ま
で
の
慰
霊
碑
と
記
念
碑
が 

あ
る
。

第3

表

神

社

番

一

神

社

名
-

所

在

地

一

備
 

考

1
 

豊
受
神
社 

中
ノ
下
植
村 

明
治
一
七
年
飯
野(

え
び
の 

市)

か
ら
移
し
て
祭
っ
た
。

2
 

南
方
神
社 

中
ノ
旭
公
園 

諏
訪
神
社
と
も
い
う
。
荒
神 

社-

久
木
元
神
社
を
合
祀

3
 

大
山
祗
神
社 

上
ノ
上
本
町 

山
ノ
神
社
と
も
い
う
。

4

愛
宕
神
社
中
ノ
上
ノ
山
防
火
の
守
護
神

5

秋

葉

神

社

上

ノ

野

坂

防

火

の

守

護

神

6

天

神

社

山

ヶ

野

小

跡

学

問

の

神

7
 

菅
原
道
真
公 

安
良
神
社 

目
床
秋
彦
が
町
長
時
代
に
勧 

分
霊 

請
し
た
も
の 

8

羽
山
神
社 

上
ノ
木
浦 

牛
馬
の
神
が
祭
っ
て
あ
る
。
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昭和20年代の徳源社

秋葉神社（野坂）

第13章文化財
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第2節遺跡•建造物

第4

表

仏

閣
(

明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
る)

一

番

一

寺

院

名
-

所

在

地

一

備
 

考 

一

一1

万
亀
山
仙
寿
寺
中
ノ
川
北
一
そ
の
跡
は
町
指
定
に
な
っ
て

一
い
る
。
禅

宗(

曹
洞
宗)
.

2

来
福
寺
真
乗
院
中
ノ
川
北-

そ
の
跡
は
町
指
定
に
な
っ
て 

一
 

い
る
。
真
言
宗

3

阿
弥
陀
寺 

上
ノ
正
牟
田 

そ
の
跡
は
町
指
定
に
な
っ
て
一

い
るC

4

禅
宗
久
昌
寺 

上
ノ
上
本
町 

鹿
児
島
福
昌
寺
三
一

lie
疝
宝

和
尚
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
：

5

法
華
宗
遠
沾
寺
上
ノ
上
本
町 

現
在
れ
地
に
な
っ
て
い
るC

6

薬
師
堂 

上
ノ
下
本
町
永
禄
四
年
と
記
し
た
薬
師
木

像
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

7

恵
比
寿
堂 

上
ノ
下
本
町 

現
存
し
て
い
る
。
詳
細
不
明

8

恵
比
寿
堂 

中
ノ
仲 

町 

商
工
会
館
前
・
現
住
し
て
い

る
。
詳
細
不
明

9

愛
宕
堂 

上
ノ
小
谷
町 

現
存
し
て
い
る
。
詳
細
不
明 

10
浄
土
宗
護
念
寺
上
ノ
下
本
町 

現
存
し
て
い
る
。
詳
細
不
明

恵比須堂（仲町）
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第13章文化財

第
三
節
有
形
民
俗
文
化
財

㈠

田

の

神

水
田
稲
作
の
守
護
神
と
し
て
一
ハ
世
紀
前
半
か
ら
造
ら
れ
た
田 

の
神
は
旧
薩
摩
藩
領
内
特
有
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
横
川
町 

内
の
も
の
は
第5

表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
大
体
江
戸
末
期
か
ら 

明
治
に
か
け
て
造
ら
れ
て
い
る
。

現
在
も
田
の
神
講
が
続
い
て
い
る
郷
中
が
あ
る
。
古
城
の
田
の 

神
講
は
旧
四
月
九
日
と
一
〇
月
九
日
の
春
秋
二
回
行
わ
れ
、
田
の 

神
石
像
に
餅
を
ぬ
り
つ
け
る
と
い
う
習
わ
し
が
あ
る
。
馬
渡
の
田 

の
神
講
は
持
ち
回
り
の
田
の
神
を
預
か
っ
て
い
る
家
に
郷
中
の
人 

々
が
集
ま
り
酒
宴
を
催
し
、
次
の
当
番
の
家
に
担
い
で
行
く
。
町 

内
の
田
の
神
講
は
農
業
後
継
者
の
減
少
で
衰
退
の
傾
向
に
あ
る
よ 

う
だ
。

第5

表

田

の

神

番

一

所
 

在 

地

一
 

備 

考

1

上
ノ
山
ヶ
野
雄
城
ス
エ
ナ
宅

の
山
林

2

〃 

茶
屋
田
尻
藤
義
宅 

以
前
は
持
ち
回
り
田
の
神
で
あ 

っ
た
。

3

〃 

野
坂
秋
葉
神
社 

自
然
石
で
あ
る
。

4

〃 

古
城
県
道
脇 

法
師
型
。
「享
和
三
年
」(

一
八 

〇
三)

と
記
さ
れ
て
い
る
。

5

〃 

正
牟
田
運
動
場
脇 

田
の
神
舞
型

6

〃 

正
牟
田
池
脇 

田
の
神
舞
型

7

〃 

紫
尾
田
公
民
館
横 

神
職
型

8

〃 

北
園
県
道
脇 

法
師
型(

写
真
の
も
の)

9

〃 

木
浦
郷
中 

持
ち
回
り
田
の
神

10
〃 

柿
木
大
住
入
り
ロ
三
文
法
師
型

字

11
〃 

上
小
脇
公
民
館
横

12
〃 

岡
村
道
路
脇 

磨
崖
田
の
神

13
〃 

上
深
川
迫
田
祐
二
郎
宅
二
体
あ
り

14
中
ノ
向
江
招
魂
社
下

15
中
ノ
山
ノ
ロ
今
村
静
香
宅
入(

写
真
の
も
の) 

り
ロ

猿
渡
則
馬
宅

"
 

〃

中
尾
田
住
宅
入
り
口

18
〃 

下
植
村
野
間
寅
支
宅

W
 

上
野
正
行
宅
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第3節 有形民俗文化財

20
〃 

下
植
村
中
郷
中 

一
持
ち
回
り
田
の
神

21
〃 

黒
白
原
新

IH
堰
横

22
下
ノ
赤
水
赤
水
勝
子
宅

23
〃

〃 

赤
水
郷
中 

持
ち
回
り
田
の
神(

写
真
の
も
の) 

24
〃 

小
原
公
民
館
内 

ニ
一
体
あ
り
、
以
前
は
持
ち
回
り

|

田
の
神
で
あ
っ
た
。

25
〃

前

川

内

公

民

館

内 

一
以
前
は
持
ち
回
り
田
の
神
で
あ

っ
た
。

%
 

〃 

前
川
内
道
路
脇

27
〃 

岩
穴
大
出
水
の
山
中
の 

二
体
あ
り
、
磨
崖
田
の
神 

一
28
馬

渡
•

下

深

川
(

現
在
所
在 

両
集
落
で
「
田
の
神
オ
ッ
ト
イ
」 

不
明) 

一
を
し
あ
っ
た
と
い
う
。

田の神（北園）

赤水持ち回り田の神 田の神（山ノロ）
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第13章文化財

㈡

馬

頭

観

音

農
家
が
牛
馬
の
繁
昌
を
祈
っ
て
建
て
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い 

る
。
横
川
町
も
昔
か
ら
牛
馬
の
飼
育
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の 

で
、
第6

表
の
よ
う
に
各
地
に
建
立
さ
れ
た
よ
う
だ
。
明
治
か
ら 

昭
和
初
期
ま
で
は
春
の
花
見
時
に
村
中
総
出
の
慰
安
を
兼
ね
た
お 

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。

第6

表

馬

頭

観

音

番

一

所
 

在 

地

1

上
ノ
茶
屋
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場

2

〃 

柿
木
運
動
公
園
下

3
 

〃 

床
波
国
岡
緑
地
岡 

4

〃 

木
浦
羽
山
神
社

5

〃 

紫
尾
田
公
民
館
隣

6
 

上
ノ
野
坂
秋
葉
神
社

7
 

中
ノ
下
深
川
大
道
出
口

8
 
-

〃 

下
植
村
金
山
川
東 

側

9
 

一
〃 

下
植
村
豊
受
神
社

番

一

所
 

在 

地 

10
一
中
ノ
下
植
村
内
ナ
シ 

n

〃 

山
ノ
ロ
丸
山
良
徳

宅
上

12
下
ノ
馬
渡
牧
ヶ
丘

13
〃 

岩
穴
月
野
木
宅
入

り
口

14
〃 

岩
穴
ゲ
ー
ト
ボ
ー 

ル
場

15
一
〃 

前
川
内
旧
公
民
館 

跡

岩穴の馬頭観音（月野木宅）
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馬頭観音（野坂）

㈢

石

敢

当

街
の
道
路
の
行
き
当
た
り
や
、
家
の
垣
根
に
道
が
突
き
当
た
る 

場
所
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
を
石
敢
当(

第7

表)

と
い
う
。

「
石 

敢
當
」
と
彫
り
込
ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
悪
魔
や
悪
い
風
は
道
路 

を
直
進
し
て
屋
敷
内
に
飛
び
込
ん
で
来
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
を
防 

ぐ
必
要
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。

第7

表

石

敢

当

番
-

所 

在 

地

1
 

中
ノ
川
北
公
民
館
隣

2
 

〃 

宮
下
杉
山
宅
前

3
 

〃 

清
水
町
柿
木
田
宅

4
 

〃 

下
植
村
仮
屋
商
店
横

5
 

〃 

宮
下
中
園
宅
前
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石敢当（宮下）

㈣

五
輪
塔•

宝
篋
印
塔

平
安
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
墓
塔
と
し
て
、
又
は
供
養
塔
と
し 

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る(

第8

表)

。
上
ノ
阿
弥
陀
原
の
五 

輪
塔
に
は
元
徳
二
年(

ニ
二
三
〇
年)

八
月
と
刻
ま
れ
て
い
る
も 

の
も
あ
る
。
中
尾
田
住
宅
隣
の
五
輪
塔
や
赤
水
岩
堂
観
音
前
の
宝 

篋
印
塔
は
逆
修
供
養
塔
と
い
っ
て
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
死
後
の 

供
養
を
す
る
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第8

表

五

輪

塔•

宝
後
印
塔

番

所 

在 

地

-
一
番
一
所 

在 

地

1

一
上
ノ
正
牟
田
阿
弥
陀
原

2
 
-

中
ノ
ゴ
シ
キ
墓
地

3

〃 

清
水
町
柿
木
田
宅

4

〃 

下
植
村
伊
地
知
宅
上

5

〃
上
向
江
石
野
田
家
墓
地

330

6
 

中
ノ
堂
山
迫
山□

宅
上

7
 

〃 

中
尾
田
住
宅
隣

8
 

下
ノ
山
住
風
呂
ノ
元 

9

〃 

赤
水
梅
ノ
木
迫



第3節 有形民俗文化財

五輪塔群（正牟田）

宝篋印塔（赤水岩堂観音前）

五輪塔

空輪

風輪

火輪

水輪

地輪

宝篋印塔
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㈤

仏 

像

町
内
の
旧
家
に
は
仏
像
の
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
先
祖
伝
来
の 

も
の
や
地
域
の
共
有
物
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
仏
像
打 

ち
壊
し
の
被
害
に
も
あ
わ
ず
現
存
し
て
い
る
。
現
在
わ
か
っ
て
い 

る
も
の
は
第9

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第9

表

仏
 

像

番
-

所 

在 

地 

備 

考 

1

一
下
ノ
赤
水
赤
水
カ
ツ
子
宅 

釈
迦
如
来
像 

2
 

中
ノ
深
川
深
川
晋
宅 

仏
像 

3

中
ノ
深
川 

前
田
保
太
宅 

阿
弥
陀
如
来
像 

4

中
ノ
向
江
山
口
吉
資
宅 

薬
師
如
来
像 

5

中
ノ
向
江 

山
口
耕
馬
宅 

虚
空
蔵,
'■?
応 

6
 

中
ノ
上
ノ
山
運
動
場
横 

不
動
明
王
像 

7

中
ノ
上
ノ
山
運
動
場
横 

四
天
王
の
一
つ 

8

中
ノ
川
北 

真
乗
院
跡 

十
一
面
観
音
像 

9

中
ノ
川
北 

真
乗
院
跡 

不
動
明
王
像 

10
上
ノ
柿
木
柿
木
靖
宅 

観
音
像 

n
 ~
上
ノ
正
牟
田
有
村
一
夫
宅 

仏
像

虚空蔵菩薩（山口氏蔵）

困

そ

の

他

の

石

像•

石
碑•

石
造
物

ア

時

仏
 

岩
穴
に
あ
る
。
由
緒
不
明
。

イ

池

月

の

墓 

赤
水
に
あ
る
。
元

暦

元

年(

一
一
ハ
四)

木 

曾
義
仲
と
源
義
経
が
宇
治
川
で
戦
っ
た
と
き
、
義
経
の
家
臣
佐 

々
木
高
綱
と
梶
原
景
季
が
そ
れ
ぞ
れ
源
頼
朝
か
ら
与
え
ら
れ
た 

駿
馬
池
月(

生
喽)

、
磨
墨(

摺
墨)

に
乗
っ
て
先
陣
を
争
い
、
佐 

々
木
高
綱
が
勝
っ
た(

『
平
家
物
語
』

に
あ
る)

。
そ
の
と
き
の 

佐
々
木
高
綱
が
乗
っ
て
い
た
馬
の
墓
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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時仏（岩穴）

池月の墓

333



オ

ウ
 

北
原
伊
勢
介
夫
妻
の
供
養
塔 

城
山
に
あ
る
。
宝
永
二
年 

財匕 

(

一
七
〇
五)

村
人
が
夫
妻
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
建
て
た
も 

文 

の
で
、

「
転
宗
慶
伝
居
士 

月
江
妙
秋
大
姉
」
と

記

し

て

あ 

章 

る
。

拘 

エ 

庚
申
供
養
塚 

上
植
村
安
永
一
成
宅
に
あ
る
。
元
禄
一
四 

年
(

一
七
〇
一)

辛
巳
九
月
と
記
し
て
あ
る
。
江
戸
時
代
、
庚 

申
の
日
に
、
人
の
体
内
に
い
る
三
尸
の
虫
が
、
人
が
眠
る
と
体 

内
か
ら
抜
け
出
し
て
天
帝
に
そ
の
人
の
悪
口
を
告
げ
、
そ
の
た 

め
天
帝
は
そ
の
人
を
早
死
に
さ
せ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
。
 

そ
れ
で
、
庚
申
の
夜
は
行
動
を
つ
つ
し
ん
で
眠
ら
な
い
と
い
う 

風
習
が
あ
っ
た
。
庚
申
の
日
に
行
わ
れ
る
講
が
庚
申
講
で
、
上 

植
村
で
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。

オ

六

面

地

蔵 

六
地
蔵
塔
と
も
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
地
蔵 

が

六

道(

地

獄•

龈

鬼•

畜

生•

修

羅•

人

間•

天
上
道)

を 

め
ぐ
り
な
が
ら
民
衆
を
救
う
と
い
う
思
想
に
基
づ
い
て
造
ら
れ 

た
も
の
と
い
う
。
町
内
に
は
下
町
重
留
宅
、
黒
葛
原
月
野
木
優 

宅
、
山
住
永
野
宅
な
ど
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
 

力

神

像
 

神
像
に
類
す
る
も
の
に
第

10
表
の
も
の
が
あ
る
。
 

水
神
や
道
祖
神
は
ま
む
し
や
夜
尿
症
に
き
く
神
で
も
あ
る
。

北原氏夫妻供養塚

第
10
表

神
 

像

番

一

所
 

在 

地 

備 

考

1
 

下
ノ
前
川
内 

道
祖
神•

夜
尿
症
の
神

2
 -
下
ノ
馬
渡
防
火
田
水
槽
横 

水
神•

ま
む
し
の
神

3

中
ノ
下
植
村
金
山
川
東
側 

水
神•

ま
む
し
の
神

4
 
一
中
ノ
下
植
村
開
墾
碑
横 

水
神

5
 
一
中
ノ
黒
葛
原
吊
橋
横 

水
神
・
ま
む
し
の
神

6
 

中
ノ
黒
葛
原
大
山
宅
後 

歯
の
神

7
 

中
ノ
下
植
村 

歯
の
神

8
 
一
中
ノ
下
植
村 

歳
の
神

9
 
一
上
ノ
柿
木 

水
天
殿•

水
瓶
ど
ん

10
上
ノ
柿
木 

柿
木
靖
宅 

-

稚
下
神(

お
ち
し
さ
あ)
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六面地蔵（黒葛原月野木宅） 庚申供養塔（上植村）

キ 

そ
の
他
の
供
養
塔•

無
縁
墓 

北
園
一
次
源
次
宅
、
上
深 

川
迫
田
土
信
宅
、
下
植
村
内
無
シ
、
下
植
村
棚
ヶ
迫
、
下
植
村 

内
村
、
赤
水
海
老
ヶ
迫
砂
雄
宅
、
山
住
風
呂
ノ
元
、
馬
渡
平
岡 

柿
木
名
子
屋
敷
、
下
ノ
後
迫
な
ど
に
あ
る
が
、
形
も
い
ろ
い
ろ 

で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
下
深
川
真
中
寺
坊
主
墓
、
川
北
仙
寿 

寺
坊
主
墓
、
黒
葛
原
の
風
岩
宗
薫
禅
定
門
も
今
で
は
無
縁
墓
で 

あ
る
。
ま
た
、
山
ヶ
野
上
本
町
の
女
郎
墓
は
金
山
全
盛
時
代
の 

名
残
で
あ
る
。

ク 

石
造
の
橋•

倉 

石
造
の
橋•

倉
は
第H

、
12
表
の
も
の 

が
あ
る
。

第

11
表

石
 

橋

番

一

橋 

名
-

所 

在 

地 

1
 

片
白
橋 

中
ノ
牧
ノ
原 

2
 

山
ノ
ロ
橋 

中
ノ
川
床 

3
 

第
一
橋 

上
ノ
内
佐
牟
田 

4
 

第
三
橋 

上
ノ
川
路
尻 

5
 

天
神
橋 

上
ノ
普
請
方

6
 

山
ヶ
野
橋 

上
ノ
上
本
町

335



第13章文化財

第
12
表

石
 

倉

番
一 

所 

在 

地

1
 

上
ノ
上
本
町
愛
甲
軍
蔵
旧
宅

2
 

中
ノ
下
町
森
山
商
店

3
 

中
ノ
仲
町
町
森
林
組
合

4
 

中
ノ
仲
町
農
業
共
同
組
合

5
 

中
ノ
向
植
村
住
吉
健
三
宅

6
 

中
ノ
川
北
折
田
宅(

土
倉)

ケ

一

里

塚
•

二
里
塚 

宮
之
城
方
面
に
行
く
県
道
沿
い
に
里 

程
標
が
あ
る
。
丸
岡
の
も
の
が
一
里
塚
、
古
城
の
も
の
が
二
里 

塚
で
あ
る
。
ど
れ
も
横
川
駅
を
基
準
に
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
 

現
在
で
は
里
程
が
正
し
く
な
い
が
、
こ
れ
は
道
路
の
拡
張
工
事 

に
よ
る
里
程
標
の
移
転
と
道
路
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

コ 

記
念
碑 

小
学
校
の
統
廃
合
や
移
転
、
中
学
校
の
統
合
に 

よ
る
校
舎
跡
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
記
念
碑
が
建
っ
て
い
る
。
山
ケ 

野
小
跡
、
高
木
小
跡
、
横
川
小
跡
、
向
陽
中
跡
な
ど
で
あ
る
。
 

ま
た
、
商
工
会
館
前
の
明
治
初
期
の
郷
校
跡
に
は
「
郷
校
跡
」 

「
役
所
跡
」
の
石
碑
が
あ
る
。

下
植
村
の
万
膳
川
右
岸
に
は
「
万
膳
川
改
修
記
念
碑
」
が
あ 

り
、
山
ノ
口
の
旧
県
道
沿
い
に
は
「
耕
地
整
理
記
念
碑
」
が
あ

上牟田橋（上ノ溝辺町境）
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郷校跡（仲町）

万膳川改修記念碑
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開墾記念碑（下植村） 耕地整理記念碑（山ノロ）

金山創業主の碑（徳源社）
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る
。
こ
れ
に
は
、

「
大
正
二
年
三
月
一
日
起
工 

大
正
二
年
五 

月
十
七
日
竣
工
」
と
記
し
て
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
二
五
年
一
〇
月
建
立
の
「
開
墾
記
念
碑
」
が
下 

植
村
に
あ
る
。

「
昭
和
二
年
三
月
工
事
着
手
、
昭
和
三
年
五
月 

竣
工
」
と
記
し
て
あ
る
。

ま
た
、
上
向
江
招
魂
社
と
山
ヶ
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
は
戊 

辰
戦
役
以
後
の
役
記
念
碑
と
戦
没
者
慰
霊
碑
が
建
っ
て
お
り
、
 

高
木
の
徳
源
社
境
内
に
は
「
金
山
創
業
主
の
碑
」
が
建
っ
て
い 

る
。

サ 

西
南
戦
役
の
土
塁 

深
川
を
見
下
ろ
す
二
石
田
側
の
山
の 

斜
面
に
薩
軍
側
が
築
い
た
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。

第
四
節
無
形
民
俗
文
化
財

㈠

民

俗

芸

能

横
川
に
は
各
集
落
に
伝
統
芸
能
と
し
て
の
民
俗
芸
能
が
あ
っ
た 

ら
し
い
の
だ
が
、
現
在
で
は
そ
れ
を
伝
承
し
て
い
る
の
は
第
13

表 

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
13
表

民

俗

芸

能

番

芸

能

名
 

集

落

名 

1

四
方
立
舞 

小

脇
 

2
 

田
の
神
舞 

" 

3

太
鼓
踊 

正
牟
田

4
 

"
 

向
植
村 

5

棒

踊
 

山
ノ
ロ

6
 

"
 

横
伏
敷

番

一

芸

能

名 

集

落

名 

7

鎌

踊
 

柿

木
 

8

バ
ラ
踊 

紫
尾
田 

9
 

" 

上
植
村 

10
俵

踊
 

北

園
 

U

建
築
踊 

紫
尾
田 

12
ド
ン
ジ
節
一
下
植
村

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
の
い
く
つ
か
は
す
で
に
後
継
者
が
い
な 

い
た
め
、
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

ア 

安
良
神
社
に
伝
わ
る
四
方
立
舞
は
旧
九
月
二
九
日
に
行
わ
れ 

る
例
祭
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
相
当
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
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小脇の四方立舞

る
。

O

詞
章 

•

⑴

土
の
神
の
言
葉

た
だ
い
ま
こ
こ
に
現
れ
た
も
う
お
ん
神
は
、
い
か
な
る
神
と
思 

う
ら
ん
。

戊 

己
領
地
た
も
う
中
央
の
土
神
と
は
我
が
こ
と
な 

り
。
こ
れ
よ
り
東
方
の
お
ん
神
は
い
か
な
る
神
と
て
ま
し
ま
す 

⑵

木
の
神
の
言
葉

甲
乙 

東
方
の
木
神
と
は
我
が
こ
と
な
り
。
こ
れ
よ
り
南
方
の 

お
ん
神
は
い
か
な
る
神
と
て
ま
し
ま
す
か
。

⑶

火
の
神
の
言
葉

丙
丁
南
方
の
火
神
と
は
我
が
こ
と
な
り
。
こ
れ
よ
り
西
方
の 

お
ん
神
は
い
か
な
る
神
と
て
ま
し
ま
す
か
。

⑷

金
の
神
の
言
葉

庚 

辛 

西
方
の
金
神
と
は
我
が
こ
と
な
り
。
こ
れ
よ
り
北
方
の 

お
ん
神
は
い
か
な
る
神
と
て
ま
し
ま
す
か
。

⑸

水
の
神
の
言
葉

壬 

癸 

北
方
の
水
神
と
は
我
が
こ
と
な
り
。
そ
も
そ
も
五
方 

と
名
付
け
奉
る
こ
と
五
行
の
徳
を
表
し
、
木
火
土
金
水
青
黄
白
赤 

黒
諸
々
の
神
た
だ
い
ま
こ
こ
に
現
れ
た
も
う
。
八
雲
立
つ
出
雲
八 

重
垣
立
ち
こ
め
て
、
今
こ
そ
見
す
れ
神
の
姿
な
り
。

八
雲
立
つ 

出
雲
八
重
垣 

妻
ご
み
に

八
重
垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を
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イ 

田
の
神
舞
は
四
方
立
舞
と
同
日
に
同
場
所
で
行
わ
れ
る
。

〇

詞

章前
段

そ
も
そ
も
、
天
照
大
神
は
先
に
生
ま
れ
さ
し
た
ま
え
ど
も
女
子 

に
て
ま
し
ま
せ
ば
、
日
本
の
総
子
と
な
り
た
も
う
。
ス
サ
ノ
オ
ノ 

命
は
以
後
に
生
ま
れ
さ
し
た
ま
え
ど
も
、
男
子
に
て
ま
し
ま
せ 

ば
、
日
本
の
総
社
と
な
り
た
も
う
。
女
子
が
男
子
に
劣
る
こ
と
い 

こ
ん
な
り
と
思
い
、
月
日
の
光
を
奪
い
取
り
、
天
の
岩
戸
に
入
り 

た
も
う̂

日
本
の
両
夜
は
闇
と
な
り
、
地
は
総
面
海
の
如
く
な
り
、
そ
の 

時
、
ジ
ョ
州
の
神
祇
名
同
は
そ
れ
を
悲
し
み
、
岩
戸
の
前
に
集
ま 

り
、
庭
火
を
た
き
、
三
種
の
神
器
を
榊
に
掛
け
、
南
さ
く
と
い
う 

楽
を
始
め
、
ひ
曲
と
い
う
舞
を
舞
い
、
衣
の
袖
を
ひ
る
が
え
し
候 

え
ど
も
、
更
に
神
命
得
ら
れ
ん
も
ま
し
ま
せ
ば
、
そ
の
時
、
龍
蔵 

権
現
手
力
男
命
は
、
八
百
万
の
力
持
ち
ゆ
え
、
岩
戸
の
左
前
に 

立
ち
寄
り
、
左
の
扉
を
引
き
分
け
引
き
離
し
、
八
万
四
じ
に
投
げ 

付
け
た
ま
え
ば
、
日
向
の
海
は
一
つ
の
島
と
な
り
た
も
う
。
今
は 

そ
の
島
を
青
島
と
日
す
。

中
段

①
 

神
家
大
明
神
と
は
我
が
こ
と
な
り
。
そ
も
そ
も
、
天
照
大
神 

は
お
げ
こ
じ
ゃ
い
げ
な
。
そ
い
で
そ
ま
ん
も
つ
ば
ひ
と
く
ぼ 

ち
っ
上
げ
ん
な
ら
。

②

ど
ら
、
も
せ
た
ろ
か
い
。
ん
、
こ

ら

ゆ

も

せ

た

。
ど

ら
、
つ
か
ん
な
ら
。
コ
ッ
コ
ッ
コ
ッ.
.
.
.

。

③
 

こ
こ
ん
あ
た
い
の
子
ど
ん
な
、
い
や
し
も
ん
じ
ゃ
。
き
ね
ん 

音
が
す
れ
ば 

鼻
揃
え
っ
来
い
が
。
あ
っ
ち
へ
行
け
。
い
ん
ま
残 

っ
た
と
き
や
ひ
と
っ
ど
ま
く
る
っ
で
。

④

ど
ら
、
も
ま
ん
な
ら
。
ほ
こ
ら
い
て
つ
っ
ば
つ
け
ん
な 

ら
。
ほ
う
、
ど
っ
さ
い
で
き
た
。

ま
、
天
照
大
神
に
上
げ
ん
な
ら
ん
ど
ん
、
上
の
も
ん
な
下
か
ら 

ち
ゅ
う
こ
っ
が
あ
っ
た
で
。
か
ん
き
け
よ 

せ
ん
な
ん
こ
ら
っ 

人
あ
と
が
で
き
た
。
ま
、
ひ
と
っ
ど
ま
ね
じ
っ
こ
め
。
ま
、

一
つ 

お
ん
め
ら
そ
か
い
。

⑤
 

は
ら
、
天
照
大
神
に
上
げ
ん
な
な
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
。
今
か
ら 

で
ん
上
げ
ん
な
ら
。

は
い
は
い
子
ど
も
ん
し
も
く
る
っ
で
。
そ
い
そ
い
。

⑥

天
照
大
神
に
上
げ
ん
じ
、
我
が
口
お
ん
め
ら
し
た
や□

も 

な
い
る
ん
ご 

ひ
ん
な
っ
た
。

子
ど
ん
た
っ
も
、
神
さ
へ 

上
げ
ん
う
ち
く
な
。
罰
が
あ
た 

っ
せ
え
こ
げ
ん
ひ
ん
な
っ
ど
。

ウ 

正
牟
田
の
太
鼓
踊
も
相
当
昔
か
ら
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い 

る
。
現
在
も
正
牟
田
の
青
壮
年
た
ち
が
、
陣
笠
・
陣
羽
織•

白 

じ
ゅ
ば
ん•

黒

た

び•

黒
も
も
ひ
き
や
白
短
パ
ン
姿
で
草
鞋
を 

履
い
て
背
に
矢
旗
を
立
て
て
勇
壮
に
踊
っ
て
い
る
。

O

歌
詞
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正牟田太鼓踊

前
マ
ク
イ
の
歌

①

う
れ
し
ゆ
め
で
た
ち
若
松
さ
ま
よ

枝
も
栄
え
る
葉
も
茂
る 

②

霧
島
山
に
立
ち
た
る
雲
は

祖
国
の
人
の
目
を
覚
ま
す 

③

向
江
の
土
手
に
鳴
く
す
ず
虫
が

朝
草
切
り
の
目
を
覚
ま
す 

中
庭
マ
ク
イ
の
歌

①

君
は
さ
な
が
ら
籠
の
鳥
籠
の
鳥
で
は
な
け
れ
ど
も

親
が
出
さ
ね
ば
籠
の
鳥 

3

稚
児
の
さ
げ
緒
と
我
が
帯
と

結
び
合
わ
せ
て
今
朝
見
れ
ば

岳
の
白
雪
や
と
け(

溶•

解)

は
せ
ぬ 

岳
の
白
雪
や
と
け
は
せ
ぬ 

③

前
の
小
山
に
竹
き
い
い
こ
や

人
よ
た
も
れ
よ
尺
八
を

人
よ
尺
八
や

ね(

音)

が
出
ら
ぬ

人
よ
尺
八
や
ね(

音)

が
出
ら
ぬ 

後
マ
ク
イ
の
歌

①

霧
島
山
に
山
に
立
ち
た
る
雲
は

祖
国
の
人
の
目
を
覚
ま
す

②
 

向
江
の
土
手
に 

土
手
に
鳴
く
す
ず
虫
が 

暑
さ
に
泣
く
朝
草
切
り
の
目
を
覚
ま
す
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③

わ
し
が
弟
の
寅
若
は
今
年
十
五
に
な
ら
ね
ど
も 

今
日
初
め
て
午
前
だ
ち
し
ら
く
は
華
や
か
に 

白
い
鎧
に
あ
か
が
ね(

銅)

のみ
が
き
の
こ
し
う
ち
に

エ 

北
園
の
俵
踊
は
薩
摩
町
中
津
川
の
大
石
神
社
で
踊
ら
れ
て
い 

た
も
の
を
習
い
伝
え
た
も
の
と
い
う
。
緋
の
上
着
と
モ
ン
ペ
姿 

で
俵
を
持
っ
て
、

三
味
線
と
歌
に
合
わ
せ
て
踊
る
祝
い
時
の
踊 

り
で
あ
る
。

O

歌
詞

①

御
用
は
め
で
た
の
あ
れ
わ
い
さ

御
用
は
め
で
た
の
さ
ん
さ
わ
か
よ 

親
も
さ 

親
も
さ 

②

沖
の
大
船
の
磯
端
で
…
…

三
反
の
帆
を
巻
き
上
げ
て 

お
も 

か
じ
と
り
か
じ
雪
あ
ら
れ
向
こ
う
の
島
か
ら
女
郎
衆
が 

出
て
き
て
招
く
や
ら 

見
る
よ
り 

船
頭
さ
ん
が
櫓
を
立
て
た 

錨
を
ジ
ャ
ン
プ
と
港
入
れ 

あ
あ 

よ
か
ね
よ
か
ね 

③

今
年
や
豊
年
ホ
に
ホ
が
咲
い
た 

升
も
い
ら
ず
に 

箕
で
計

れ

オ 

柿
木
の
鎌
踊
は
明
治
中
期
ご
ろ
川
辺
地
方
か
ら
一
人
の
農
夫 

が
や
っ
て
き
て
滞
在
し
た
と
き
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
棒 

踊
系
の
踊
り
で
あ
る
。

〇

歌

詞

柿木鎌踊
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(

上
げ
歌)

う
し
ろ
は
山
で
——

う
し
ろ
は
山
で
前
は
大
川 

焼
け
野
の
雉
は
——

焼
け
野
の
雉
は
岡
の
背
に
住
む 

今
こ
そ
通
る
一
こ
そ
通
る
神
々
の
物
詣
い 

㈡
 

か
や
ぶ
き
屋
根
の
家
造
り
の
習
俗 

か
や
ぶ
き
屋
根
が
一
般
的
で
あ
っ
た
時
代
の
家
の
建
て
方
は
、
 

大
体
次
の
よ
う
な
手
順
と
習
わ
し
に
よ
っ
て
い
た
。

①

敷
地
の
選
定
と
地
鎮
祭

②

大
工
が
地
割
り
を
す
る
と
柱
を
立
て
る
場
所
が
決
ま
る

③
 

地
つ
き
を
す
る(

大
黒
柱
の
所
か
ら
始
め
て
、
全
部
終
わ
っ
た
ら 

ま
た
大
黒
柱
の
所
へ
戻
っ
て
最
後
の
地
締
め
を
す
る) 

。
地
つ
き
の
歌

(

音
頭
を
と
る
人
が
最
初
に
歌
う)

ア
—
ソ
イ
シ
ヤ
ヨ1

花
は
霧
島
ヤ
ー
ハ
ー
エ
ー

ヤ
ッ
ト
コ
セ
— 
ノ
ョ
—
イ
ヤ
ナ
— 

ア
シ
ャ
ン
ト 

た
ば
こ
は
国
分 

ョ
ホ
イ
ト
ー
ナ
ー 

ア
ー
ソ
ィ
ジ
ャ
ヨ
ー
燃
え
て
あ
が
る
は

ヤ
ー
ハ
ー
エ
ー 

ア
シ
ャ
ン
ト
桜
島
ジ
イ
ガ

ョ
ホ
ー
イ
ト
ー
ナ
ー

(

全
員
で
綱
を
ひ
き
な
が
ら
歌
う)

ジ
ャ
ン
ド
ガ
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ー
ハ
ー
デ 

へ
ワ
ハ
ガ
ラ
ガ
ヨ
ー
イ
ヨ
ィ 

ョ
イ
コ
ラ
セ
ー
エ
ノ
ヨ
イ
コ
ラ
セ
ー

④

石
口
を
固
定
し
て
埋
め
込
む

⑤

柱
や
桁•

梁
を
組
み
立
て
て
棟
上
げ
を
す
る

⑥

棟
上
げ
祝
い
は
盛
大
に
行
う

⑦

か
や
ぶ
き
を
し
、
い
ら
か
作
り
を
し
て
終
わ
る

⑧
 

そ
れ
か
ら
、
お
神
酒
と
粢
団
子
・
米•

塩
な
ど
が
家
の
裏
の
方
か 

ら
上
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
を
か
や
が
え
を
し
た
人
皆
で
東
西
の
鼻
神 

に

「鼻
神
へ
上
げ
ま
す
」
と
言
っ
て
上
げ
る
。
皆
は
さ
か
ず
き
一 

杯
の
お
神
酒
を
い
た
だ
く
。
そ
れ
か
ら
、
下
で
待
っ
て
い
る
子
ど 

も
た
ち
に
し
と
ぎ
を
投
げ
る
。
子
ど
も
も
大
人
も
競
っ
て
そ
れ
を 

拾
う
。
拾
っ
た
し
と
ぎ
は
絶
対
に
焼
い
て
は
食
べ
な
い
。
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第

五

節

年

中

行

事

社
会
構
造
の
変
遷
、
世
代
の
交
代
な
ど
に
よ
り
旧
来
の
伝
統
的 

年
中
行
事
は
廃
れ
つ
つ
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
年
中
行
事
は
、
現
在 

も
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
、
す
で
に
廃
れ
た
行
事
の
両
方 

で
あ 

る
。

一

月

一

日

年

始

回

り

、
初
詣
で

二 

日 

書
き
初
め
、
ニ
日
山
、
二
日
商
い
、
二
日
風
呂

六
日
消
防
出
初
め
式

七

日
 

七
草
、
鬼
火
焚
き

一
四
日 

餅
の
日
、
か
せ
だ
う
ち
、
は
ら
め
う
ち

一
五
日
お
ね
っ
こ
焚
き

一
六
日
山
ン
神
祭
り(

正
五
九
月
の
一
六
日
に
行
う)

一
日
か
一
六
日
お
伊
勢
講(

正
五
九
月
の
一
六
日
に
行
う)

二
〇
日
二
十
日
正
月

申
の
日
庚
申
講

三
一
日
送
り
正
月

二

月

六

日

秋

葉

講

三

月

六

日

ひ

な

ま

つ

り

ニ

一

日

彼

岸(

九
月
二
三
日
ご
ろ
も
あ
る) 

四

月

四

日

馬

頭

観

音

祭

り

(

旧
三
月
三
日•

九
月
二
九
日)

安
良
神
社
例
祭
、
浜
下
り 

ニ
ニ
日 

徳
源
社
祭
り(

一
〇
月
に
も
例
祭
が
あ
っ
た) 

五

月

五

日

端

午

の

節

句

(

旧
暦
四
月
九
日)

田
の
神
講(

旧
一
〇
月
九
日
に
も
あ
る) 

六

月

八

日

薬

師

如

来

祭

り

(

家
庭
ご
と
に)

さ
の
ぼ
り

(

旧
暦
五
月
二
八
日)

曾
我
ど
ん
の
傘
焼
き 

七

月
(

神
社
ご
と
に)

六
月
灯 

八

月

五

日

ぎ

お

ん

祭

り

七

日

七

夕

祭

り 

一
五
日
う
ら
盆
会 

九

月
(

旧
暦
八
月
一
日)

八
朔
の
節 

(

旧
八
月
一
五
日)

十
五
夜 

一
一
月
一
九
日 

ほ
ぜ
祭
り(

放
生
会
、
豊
年
祭
り)

・
水
天
講 

一
ニ
月
一
四
日
赤
穂
義
士
伝
輪
読
会
、
夜
間
行
軍 

三
一
日
大
晦
日
、
年
越
し
そ
ば 

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
日
照
り
続
き
で
か
ん
ば
つ
の
お
そ
れ
が
あ 

る
年
に
は
雨
乞
い
の
祈
り
を
し
た
り
、
春
先
に
村
の
共
有
地
の
野 

焼
き
を
し
た
り
、
集
落
ご
と
に
又
は
講
仲
間
ご
と
に
す
る
年
中
行 

事
が
あ
っ
た
。
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ま
た
、
新
し
く
は
、
隔

年

一

一

月

三

日

の

「
体
力
づ
く
り
町
民 

体
育
祭
」
と

毎

年

一

一

月

二

三

日

の

「
む
ら
づ
く
り
町
民
祭
」
が 

定
着
し
つ
つ
あ
る
。

第

六

節

伝

説•

民
話

町

内

の

伝

説•

民
話
の
あ
ら
ま
し
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

①

安
良
姫
物
語

千
二
百
八
十
余
年
も
前
、
都
の
官
女
で
あ
っ
た
安
良
姫
は
川 

辺
で
君
の
大
事
な
直
垂
を
洗
っ
て
い
た
が
、
白
さ
ぎ
の
美
し
さ 

に
見
と
れ
て
そ
れ
を
流
し
て
し
ま
っ
た
。
火
あ
ぶ
り
の
極
刑
に 

処
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
十
一
面
観
音
に
助
け
ら
れ
て
横
川
の
地 

に
来
た
。

し
か
し
、

追
っ
手
を
苦
に
し
て
安
良
山
頂
で
自
害
し 

た
。
哀
れ
に
思
っ
た
村
人
た
ち
は
山
頂
に
葬
り
、
安
良
神
社
を 

建
て
た
。

②

腰
越
神
社
物
語

安
良
姫
が
刑
死
を
ま
ぬ
が
れ
て
横
川
の
地
に
身
を
し
の
ん
で 

い
る
と
聞
い
た
母
君
は
、
小
脇
ま
で
尋
ね
て
来
た
が
見
つ
か
ら 

ず

、
村
人
も
追
っ
手
の
者
だ
ろ
う
と
思
っ
て
姫
の
所
在
を
明
か 

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
母

君

は

失

望

し

小

脇

の

地

で

自

害

し 

た
。
村
人
は
母
心
の
広
大
無
辺
さ
に
心
打
た
れ
て
腰
越
神
社
を
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建
て
、
母
君
の
霊
を
祀
っ
た
。

③
 

奇

岩

「
大
鍋
小
鍋
」
物
語

元
気
ざ
か
り
の
少
年
兄
弟
が
、
金
山
川
の
大
鍋
小
鍋
と
い
わ 

れ
る
所
で
む
べ
や
あ
け
び
を
採
ろ
う
と
し
て
岩
に
上
り
、
弟
が 

す
べ
っ
て
川
淵
に
落
ち
溺
死
し
た
。
親
や
村
人
た
ち
の
悲
し
み 

は
一
通
り
で
な
く
水
神
碑
を
建
て
霊
を
慰
め
た
。

④

「
西
き
よ
」
物
語

昭
和
の
初
期
と
思
わ
れ
る
。
横
川
出
身
の
西
き
ょ
と
い
う
娘 

は
大
阪
の
紡
績
女
工
と
な
っ
た
。
大
変
な
辛
抱
家
で
親
孝
行
者 

だ
っ
た
。
無
駄
遣
い
せ
ず
せ
っ
せ
と
家
に
送
金
し
て
い
た
。
無 

理
が
た
た
っ
て
病
気
に
な
っ
て
も
病
気
の
心
配
よ
り
も
送
金
で 

き
な
い
こ
と
の
方
が
心
配
だ
っ
た
の
で
、
医
者
の
言
う
こ
と
も 

き
か
ず
工
場
に
出
た
の
で
鹿
児
島
の
者
は
よ
く
働
く
と
折
り
紙 

を
つ
け
ら
れ
た
。

⑤

黒
葛
原
の
良
義
菩
薩

二
百
数
十
年
前
の
こ
と
、
鬼
塚
良
義
は
八
木
四
郎
、
大
浦
、
 

吉
井
ら
の
協
力
を
得
て
黒
葛
原
に
新
田
を
開
い
た
。
大
変
な
苦 

労
と
努
力
の
お
か
げ
で
完
成
し
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、

そ
の
後
用 

水
路
の
水
干
し
を
す
る
と
土
用
の
炎
天
下
で
も
た
ち
ま
ち
冷
寒

天
地
を
覆
い
風
雨
と
な
っ
た
。

ま
こ
と
に
不
思
議
な
現
象
の
た 

め
、
人

々

は

こ

の

現

象
が

あ

る
と

「
黒

葛

原

の

水

干

し

だ

ろ 

う
」

と
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
良
義
の
霊
魂
が
こ
う
さ 

せ
る
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑥

子
産
恵
の
宮
物
語

岩
堂
観
音
の
奥
に
洞
窟
が
あ
り
、

三

柱

の

神

が

祀

っ

て

あ 

る
。
子
め
ぐ
み
の
神
と
安
産
の
神
と
乳
の
神
で
あ
る̂

あ
る
夫 

婦
が
子
ど
も
欲
し
さ
に
岩
堂
観
音
に
お
参
り
し
た
。
す
る
と
、
 

神
が
現
れ
、

「
洞
窟
に
子
め
ぐ
み
の
神
が
い
る
の
で
そ
こ
を
訪 

ね
る
が
よ
い
。
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
す
る
と
、
「
こ
こ 

に
あ
ま
か
ず
ら
で
作
っ
た
甘
酒
が
あ
る
の
で
飲
む
と
よ
い
。
」 

と
言
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
す
る
と
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
。
今 

度
は
乳
が
出
な
か
っ
た
の
で
再
び
祈
願
す
る
と
乳
が
出
る
よ
う 

に
な
っ
た
。

三
度
目
に
行
く
と
神
の
姿
は
な
く
酒
も
水
に
変
わ 

っ
て
い
た
。
夫
婦
が
祀
っ
た
三
柱
の
神
が
こ
の
洞
窟
の
お
宮
だ 

と
い
う
。

⑦
 

か

っ

ぱ
(

河
童)

と
山
神
祭
り

春
に
は
山
か
ら
川
に
下
っ
て
来
、
秋

に

は

山

へ

登

っ

て

行 

く

。

一
月
と
九
月
の
一
六
日
に
山
神
祭
り
が
あ
る
が
、

こ
の
日
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は
山
の
木
を
切
る
こ
と
を
し
な
い
。
山
の
か
っ
ぱ
が
洗
濯
を
す 

る
日
で
山
一
杯
に
干
し
て
い
る
の
で
か
っ
ぱ
に
迷
惑
が
か
か
る 

か
ら
と
い
う
。

⑧

ダ
ン
ド
ン
の
滝

馬
渡
の
ダ
ン
ド
ン
の
い
ぜ
き
下
の
滝
つ
ぼ
に
小
山
の
よ
う
な 

岩
が
あ
っ
た
が
、
あ
る
夏
の
暑
い
日
に
雷
鳴
と
と
も
に
竜
と
な 

り
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
。
竜
は
地
下
に
千
年
山
に
千
年
水
に
千 

年
住
ん
で
神
通
力
を
得
る
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
石
は
ダ
ン
ド 

ン
の
滝
に
千
年
住
ん
で
竜
と
化
し
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
も
の
で 

あ
る
。
竜
の
昇
天
を

見

る
と

大

病
を

し
て

死

ぬ
と

い
わ

れ

る 

が
、

こ
の
場
面
を
見
た
馬
渡
の
市
助
じ
い
さ
ん
は
正
直
者
だ
っ 

た
の
で
、

神
が
守
っ
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
八
五
歳
ま
で
長
生
き 

し
た
。

⑨

萩
の
段
心
中
と
川
元
ど
ん
の
堰

馬
渡
の
向
江
ん
屋
敷
に
萩
の
段
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
 

萩
の
段
の
裏
山
は
昼
な
お
暗
い
深
山
で
、
鬼
が
住
む
と
も
大
蛇 

が
い
る
と
も
い
わ
れ
て

大
人
も
一
人
で
は
立
ち

入
ら
な
か
っ 

た
。

こ

の

萩

の
段
に
千
沙
と

い
う

美
し
い
娘
が

い
た
。
馬

渡 

(

昔
は
ウ
シ
ト
ゴ
チ
と
い
っ
た)

の
青
年
た
ち
は
千
沙
を
口
説

き
に
毎
晩
の
よ
う
に
ヨ
バ
イ
に
出
か
け
た
が
、
萩
の
段
の
若
者 

に
邪
魔
さ
れ
て
い
つ
も
失
敗
ば
か
り
し
て
い
た
。

ウ
シ
ト
ゴ
チ 

の
若
者
で
ヨ
バ
イ
に
も
行
け
な
い
松
生
と
い
う
貧
乏
人
が
い
た 

が
、
あ
る
日
萩
の
段
の
名
主
で
村
一
番
の
分
限
者
で
あ
る
千
沙 

の
親
か
ら
日
雇
い
の
口
が
か
か
り
、

そ
れ
が
も
と
で
千
沙
と
松 

生
の
仲
は
急
に
深
く
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
分
限
者
の
娘 

と
貧
乏
人
の
青
年
の
た
め
千
沙
の
親
に
反
対
さ
れ
た
。

ま
た
、
 

村
の
人
々
に
も
あ
ら
ぬ
噂
を
さ
れ
た
。

つ
い
に
二
人
は
堀
之
山 

の
竹
橋
か
ら
投
身
自
殺
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
最
近
ま
で
は 

橋
の
下
の
滝
つ
ぼ
を
千
沙
が
淵
と
呼
ん
で
い
た
が
、

町
の
川
元 

と
い
う
人
が
い
ぜ
き
を
作
っ
た
の
で
川
元
ど
ん
の
堰
と
呼
ぶ
よ 

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑩

金
徳
ど
ん
の
掘
り
切
り

明
治
の
こ
ろ
鬼
塚
金
徳
と
い
う
人
が
い
た
。
年
若
く
し
て
ひ 

と
か
ど
の
学
者
で
あ
っ
た
が
、
深
川
か
ら
二
牟
礼
へ
の
道
路
建 

設
を
請
け
負
い
、
人
夫
を
雇
い
工
事
に
着
手
し
た
。
が
、
間
も 

な
く
岩
盤
に
出
あ
い
、
驚
い
た
金
徳
は
大
損
せ
ぬ
う
ち
に
と
請 

負
を
他
に
譲
っ
た
。

し
か
し
、
岩
盤
は
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
終 

わ
り
、
請
け
負
っ
た
人
は
巨
額
の
利
益
を
得
た
と
い
う
。
今
で
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も
深
川
の
人
は
こ
こ
を
「
金
徳
ど
ん
の
ほ
い
き
い
」
と
呼
ん
で

い
る
。

第

七

節

こ

と

わ

ざ

発
掘
採
集
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
で
あ
ろ
う
。
よ
く
聞
か
れ 

る
も
の
を
挙
げ
て
み
る
。
あ
る
も
の
は
、
訛
音
、
方
言
そ
の
ま
ま 

に
表
記
し
て
み
た
。

①

韓
国
岳
に
雪
が
強
く
積
も
れ
ば
寒
が
強
い
。
高
千
穂
の
峰
に
雪
が 

強
く
積
も
れ
ば
寒
が
弱
い

②

韓
国
岳
に
雲
が
か
か
れ
ば
、
あ
く
る
日
は
雨

③

汽
笛
が
聞
こ
ゆ
れ
ば
雨
が
降
る

④
 

こ
っ
か
ぜ(

東
風)

ん 

し
い
や
雨 

⑤

風
が
山(

安
良
山)

吹
け
あ 

雨
と
な
る 

⑥

雲
が
山(

金
山)

に
流
れ
り
や 

大
雨
が
降
る 

⑦

杉
は
谷
、
檜
は
中
ほ
ど
、
松
は
峰 

⑧

柿
の
実
が
な
ら
ん
と
き
や
錠
を
切
い
込
め 

⑨

岳
は
雪
、
下
々
は
黒
ジ
ョ
カ 

⑩

ゴ
シ
キ
の
み
ん
と
い
風(

耳
取
い
風) 

⑪

木
は
元
か
ら
竹
は
う
ら
か
ら(

割
り
方) 

⑫
 

木
六 

竹

八(

き
り
時
、
手
入
れ
時) 

⑬

嫁
女
も
ろ
と
か
親
見
て
も
ろ
え 

⑭

人
は
人
中
田
は
田
中
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第

八

節

村

歌•

校
歌

㈠

横
川
村
の
歌 

「
箱
根
の
山
」

の
調
子
で
明
治•

大
正
の
こ
ろ
歌
わ
れ
た
。
 

横
川
村
は
北
部
の
地 

吾
等
の
住
す
る
所
な
り 

安
良
岳 

金
山
川
北
部
に
そ
び
え 

中
央
流
る 

戸
数
一
千
三
百
人
口
七
千
五
百 

美
風
を
伝
え
農
事
に
つ
と
め 

五
穀
の
実
の
り
田
畑
に
豊
な
り 

道
路
四
方
に
開
け
て
交
通
の
便
多
し 

あ
ゝ
我
が
愛
町
雄
飛
の
同
胞 

心
を
一
に
力
を
合
せ
百
般
の
事
業
励
み
て
進
み 

か
く
て
ぞ
挙
げ
な
ん
我
が
町
の
誉
を 

㈡

横
川
小
学
校
校
歌 

大
正
十
二
、
三
年
ご
ろ
、
す
な
わ
ち
尋 

常
高
等
小
学
校
時
代
か
ら
歌
わ
れ
た
。

一
、
木
々
に
千
歳
の
色
そ
え
て 

の
ぞ
み
は
広
き
愛
宕
山

横川小校章
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し
す
ま
り
ま
せ
る
神
霊
の 

運
命
永
久
に
し
ろ
し
め
す 

二
、
生
気
あ
ふ
れ
る
境
内
に 

横
川
校
の
名
を
負
い
て 

た
の
し
き
我
等
も
ろ
と
も
に
百
錬
千
磨
の
功
ぞ
積
む 

三
、
そ
の
絶
倫
の
才
能
は 

大
和
島
根
の
精
粋
を 

縦
横
無
尽
に
発
揮
し
て 

何
か
成
ら
ざ
る
こ
と
や
あ
る 

四
、
仁
義
の
旗
を
振
り
か
ざ
し 

意
気
衝
天
の
慨
を
も
て 

我
等
の
雄
図
を
大
成
し 

世
に
赫
々
の
名
を
あ
げ
よ

現
在
の
校
歌
は
、
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

一
、
金
山
川
に
影
さ
し
て 

広
い
学
び
舎
広
い
庭 

ひ
と
み
明
る
く
元
気
よ
く 

せ
い
い
っ
ぱ
い
に
学
ぶ
の
だ 

わ
れ
ら
は
小
学
横
川
校 

二
、
緑
の
風
の
わ
く
と
こ
ろ 

強
い
か
ら
だ
に
強
い
魂 

み
ん
な
な
か
よ
く
肩
く
ん
で
あ
し
な
み
そ
ろ
え
進
む
の
だ 

わ
れ
ら
は
小
学
横
川
校

三
、
朝
夕
仰
ぐ
高
千
穂
の 

高
い
い
た
だ
き
高
い
空

の
ぞ
み
お
お
き
く
た
く
ま
し
く
は
ば
た
く
夢
に
生
き
る
の
だ

わ
れ
ら
は
小
学
横
川
校

㈢
 

山
ヶ
野
小
学
校
校
歌 

昭
和
初
期
ご
ろ
の
校
歌
は
、
伝
統
と 

使
命
を
歌
っ
て
い
た
。

旧山ケ野小校章

山ヶ野小旧校舎
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一
、
黄
金
花
咲
く
我
が
郷
は 

島
津
の
御
世
に
幾
目
年 

古
き
歴
史
の
露
受
け
て 

高
く
そ
び
ゆ
る
山
ヶ
野
校 

向
上
の
意
気
日
燃
え
て
通
う
学
友
五
百
人 

二
、
あ
ゝ
そ
の
健
児
の
分
た
れ
ぞ 

我
が
愛
ら
し
き
学
友
よ 

朝
夕
正
し
き
道
を
踏
み
我
等
の
使
命
果
さ
ん
と 

響
ぞ
渡
る
叫
び
声 

若
葉
匂
う
グ
ラ
ン
ド
に 

ま
た
、
統
合
前
の
校
歌
は
、
自
然
と
希
望
を
歌
っ
て
い
た
。
 

一
、
山
脈
遠
く
起
き
伏
し
て 

遥
か
に
仰
ぐ
高
千
穂
よ 

学
び
の
窓
に
き
よ
う
も
ま
た 

瞳
明
る
く
元
気
よ
く 

通
う
よ
い
子
だ
山
ヶ
野
校 

二
、
金
山
川
の
せ
ゝ
ら
ぎ
に 

国
見
が
岳
の
若
草
に 

手
を
と
り
肩
を
組
み
合
っ
て 

皆
仲
良
く
助
け
あ
い 

は
げ
む
よ
い
子
だ
山
ヶ
野
校 

三
、
輝
く
歴
史
今
も
な
お 

か
い
空
青
く
澄
む
所 

翼
も
強
く
羽
ば
た
い
て 

望
大
き
く
た
く
ま
し
く
生
き
る
よ
い
子
だ
山
ヶ
野
校 

㈣

高

木

小

学

校

校

歌 

統
厶
,'
刖
の
校
歌
を
掲
げ
る
。

一
、
国
見
の
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
ま
清
水
き
よ
く
わ
く
と
こ
ろ 

ひ
と
み
明
る
く
元
気
よ
く
学
ぶ
僕
ら
だ
わ
た
し
ら
だ 

真
理
は
光
れ
高
木
校

旧高木小学校
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二
、
徳
源
公
の
い
さ
お
し
を 

朝
な
夕
な
に
し
の
び
つ
つ 

み
ん
な
仲
よ
く
肩
く
ん
で 

は
げ
む
僕
ら
だ
わ
た
し
ら
だ 

友
愛
か
お
れ
高
木
校

三
、
は
る
か
に
仰
ぐ
紫
尾
の
山
あ
か
ね
の
雲
に
は
ば
た
い
て 

つ
ば
さ
お
お
し
く
た
く
ま
し
く
伸
び
る
僕
ら
だ
わ
た
し
ら
だ

希
望
に
も
え
よ
高
木
校

㈤

安
良
小
学
校
校
歌

一
、
東
に
は
る
か
霧
島
の

山
を
仰
げ
ば
き
よ
う
も
ま
た

夢
が
希
望
が
わ
い
て
く
る 

友
よ
学
ぼ
う
胸
は
っ
て

明
日
の
日
本
を
背
負
う
の
だ

二
、
貝
吹
ヶ
丘
に
攻
め
ん
山 

わ
た
る
朝
風
そ
よ
そ
よ
と 

若
い
命
が
も
え
あ
が
る 

友
よ
伸
び
よ
う
た
く
ま
し
く 

空
が
光
が
よ
ん
で
い
る 

三
、
紫
尾
田
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
長
い
歴
史
を
き
よ
う
も
き
き 

か
た
く
つ
な
い
だ
ち
か
い
の
輪
友
よ
う
た
お
う
高
ら
か
に 

愛
と
ま
こ
と
の
鐘
が
な
る

円 

佐

々

木

小

学

校

校

歌 

下
原
小
学
校
時
代
の
校
歌
は
、
次
の

安良小校章佐々木小校章

安良小旧校舎
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よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
た
。

一
、
皇
祖
発
祥
の
霊
域
に
育
つ
我
等
下
原
校
健
児 

学
び
の
道
に
勤
し
み
て
貫
き
と
お
さ
ん
真
実
を 

我
等
健
児
の
意
気
い
昴
し
我
等
健
児
の
意
気
昴
し 

二
、
親
愛
自
治
勤
勉
の
矛
と
り
て
進
取
の
駒
に
鞭
う
ち
て 

心
を
磨
く
学
舎
に
今
や
励
ま
ん
師
と
共
に 

我
等
健
児
の
意
気
い
昴
し 

我
等
健
児
の
意
気
昴
し 

三
、
御
稜
威
輝
く
我
が
日
の
本
の 

使
命
は
重
き
下
原
校
健
児 

朝
な
タ
な
に
命
を
守
り
い
ざ
や
立
た
な
ん
諸
共
に 

我
等
健
児
の
意
気
い
昴
し 

我
等
健
児
の
意
気
昴
し 

現
在
は
、
次
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
る
。 

一
、
万
古
の
姿
う
る
わ
し
き
霧
島
山
の
見
は
る
か
し 

林
野
は
し
な
く
地
は
う
ま
し
あ
あ
わ
が
郷
土
佐
々
木
校 

二
、
名
馬
に
ち
な
む
城
の
あ
と 

岩
堂
観
音
赤
水
と 

昔
し
の
べ
ば
な
つ
か
し
や
あ
あ
わ
が
郷
土
佐
々
木
校 

三
、
こ
の
山
水
を
た
た
え
き
し 

祖
先
の
意
志
を
う
け
つ
ぎ
て 

た
ゆ
ま
ず
う
ま
ず
み
ず
か
ら
に
学
び
の
道
に
は
げ
ま
な
む 

四
、
今
や
世
界
と
手
を
つ
な
ぎ 

平
和
文
化
の
建
設
に 

い
そ
し
む
時
ぞ
日
の
本
の 

い
し
ず
え
固
く
き
ず
か
な
ん

佐々木小旧校舎

354



第8節村歌•校歌

田
横
川
中
学
校
校
歌

一
、
雲
青
し
松
の
城
山 

夢
は
る
か
安
良
み
社 

地
は
古
く
陽
は
新
し
く 

質
実
の
伝
統
晴
れ
て 

研
鑽
の
志
気
鳴
る
と
こ
ろ 

横
川
横
川
中
学
校 

自
主
の
鐘
ま
澄
む
学
び
や 

二
、
水
清
し
さ
さ
ら
金
山 

月
さ
や
か
招
く
霧
島 

父
祖
に
継
ぐ
天
恵
ゆ
た
か
に 

青
春
の
虹
を
奏
で
て 

向
上
の
汗
照
る
と
こ
ろ 

横
川
横
川
中
学
校 

栄
光
満
つ
希
望
の
学
び
や 

の
向
陽
中
学
校
校
歌 

統
合
前
の
校
歌
を
掲
げ
る
。 

一
、
緑
が
丘
の
ス
ロ
ー
プ
に

横川中校章向陽中校章

横川中学校旧校舎
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第13章文化財

朝
日
か
が
や
く
霧
島
を 

東
に
の
ぞ
む
向
陽
の 

そ
の
名
の
如
き
れ
い
ろ
う
の 

わ
が
学
び
舎
に
幸
あ
り
き 

わ
れ
ら
が
庭
に
夢
あ
り
き 

二
、
あ
あ
そ
の
夢
に
は
ぐ
く
ま
れ 

あ
し
た
に
夕
に
新
し
き 

学
び
の
道
を
究
め
つ
つ 

つ
と
め
て
や
ま
ぬ
向
上
の 

道
は
る
か
な
り
わ
が
ゆ
く
て 

道
大
い
な
り
わ
が
理
想 

三
、
百
折
ふ
と
う
か
ん
な
ん
の 

道
続
く
と
も
踏
み
越
え
て 

な
ど
で
か
行
か
ん
新
し
き 

わ
れ
ら
が
国
を
お
こ
す
た
め 

わ
れ
ら
が
幸
を
築
く
た
め 

胸
に
不
滅
の
光
あ
り

前向陽中学校
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